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規

則

■群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

群
馬
県
規
則
第
十
号

群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
民
会
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
群
馬
県
規
則
第
二

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
舞
台
設
備
の
項
中

「

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス

一
式

九
、
四
二
〇
円

浅
黄
幕

一
張
り

七
九
〇
円

を

紗
幕

一
張
り

七
九
〇
円

し
や紅

白
幕

一
張
り

七
九
〇
円

」

「

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス

一
式

九
、
四
二
〇
円

に
、

」

「

松
羽
目

一
式

一
、
五
九
〇
円

を

振
落
し
装
置

一
式

四
四
〇
円

」

「

松
羽
目

一
式

一
、
五
九
〇
円

に
改

」

め
る
。

別
記
様
式
第
四
号
（
そ
の
３
）
中

「

オ

ーケ
ス

ト
ラ

ボ
ッ

ク
ス

１
式

円

浅
黄

幕
１

張
り

円

を

紗

（し
ゃ

）幕
１

張
り

円

紅
白

幕
１

張
り

円

」

「

オ

ーケ
ス

ト
ラ

ボ
ッ

ク
ス

１
式

円

に
、

」

「

松
羽

目
１

式
円

を

振
落

し
装

置
１

式
円

」

「

松
羽

目
１

式
円

に
改

」

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

群
馬
県
規
則
第
十
一
号

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
学
則
（
平
成
十
六
年
群
馬
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

学
部
の
目
的
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

看
護
学
部

群
馬
県
の
県
民
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域
に
生
活
す
る
多
様
な
人
々
の
生
涯
に

わ
た
る
健
康
水
準
の
維
持
向
上
に
貢
献
す
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
人
間
と
環
境
へ
の

興
味
関
心
を
深
め
、
豊
か
な
人
間
性
を
培
う
と
と
も
に
、
科
学
的
根
拠
に
裏
付
け
ら
れ
た
専
門

的
知
識
・
技
術
並
び
に
高
い
倫
理
的
判
断
力
に
加
え
、
看
護
専
門
職
者
と
し
て
の
自
律
的
発
達

や
看
護
学
を
探
求
で
き
る
基
盤
を
身
に
つ
け
、
将
来
的
に
は
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
普

及
す
る
新
た
な
看
護
実
践
の
創
造
開
発
に
携
わ
る
こ
と
を
目
指
す
、
社
会
貢
献
へ
の
使
命
感
と

意
欲
を
も
つ
人
材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。

二

診
療
放
射
線
学
部

対
象
が
人
間
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
人
間
中
心
の
新
た
な
診
療
放
射

線
学
の
学
術
的
体
系
化
と
教
育
課
程
を
再
構
築
し
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
理
工
学
と

医
学
の
融
合
か
ら
な
る
診
療
放
射
線
学
に
加
え
、
人
間
の
尊
厳
や
生
命
・
医
療
・
技
術
の
倫
理
、

チ
ー
ム
医
療
の
機
能
と
役
割
を
学
ぶ
も
の
と
し
、
多
様
な
実
務
の
遂
行
を
可
能
に
し
、
科
学
的

根
拠
に
裏
付
け
ら
れ
た
論
理
的
な
思
考
及
び
柔
軟
な
発
想
に
よ
っ
て
自
ら
見
出
し
た
問
題
点
を

解
決
す
る
意
欲
と
行
動
力
を
も
っ
て
、
国
際
社
会
及
び
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
第
八
号
中
「
五
人
」
を
「
六
人
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
及
び
常
勤
の
講
師
」
を
「
、
常
勤
の
講
師
及
び
助
教
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
第
一
号
中
「
第
十
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
十
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第７７号

知事等が電子情報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法により行う手続等の根拠とな

る法令等の告示（平成１７年群馬県告示第６８９号）の一部を次のように改正し、平成２３年４月１日から施行す

る。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

表２の項中「第６条第１項」を「第５条第１項」に改め、同表３の項中「第２３条」を「第２２条」に改め、同

表６の項中「及び無給休暇」を削る。

◎群馬県告示第７８号

森林病害虫等防除法（昭和２５年法律第５３号）第５条第１項及び第２項の規定により、森林病害虫等の駆除の

命令をするので、同法第５条第４項において準用する同法第３条第５項の規定により、当該命令の内容となる事項

を次のとおり公表する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 区域及び期間

(1) 区域 前橋市、渋川市、高崎市、藤岡市、富岡市、甘楽町、みなかみ町、昭和村、太田市、館林市、千代田

町、邑楽町、桐生市及びみどり市の高度公益機能森林及び被害拡大防止森林

(2) 期間 平成２３年４月１４日から同年５月２７日まで

２ 森林病害虫等の種類 松くい虫

３ 行うべき措置の内容 松くい虫が付着している樹木を所有し、又は管理する者は、当該樹木を伐倒して薬剤を

散布し、若しくは当該樹木を伐倒して薬剤によりくん蒸し、又は当該樹木を伐倒してはく皮し、並びに松くい虫、

その付着している枝条及び樹皮を焼却すること。

４ 命令しようとする理由 １の(1)に掲げる区域の松林において松くい虫の被害が発生しており、３に掲げる措

置を行わなければ松くい虫の被害が異常にまん延し、１の(1)に掲げる区域及びその周辺の松林に重大な損害を

与えるおそれがあるため

５ その他

(1) ３に掲げる措置について、薬剤を使用する場合は、森林害虫防除員の指示に従うこと。

(2) ３に掲げる措置を行った者又はその代理人は、当該措置を行った後速やかに３に掲げる樹木等の所在する地

域を管轄する環境森林事務所長又は森林事務所長にその旨を届け出なければならない。ただし、(3)により申

請書を提出する場合は、この限りでない。

(3) ３に掲げる措置に伴う損失補償を受けようとする者は、別に定める申請書を当該措置を行った後速やかに３

に掲げる樹木等の所在する地域を管轄する環境森林事務所長又は森林事務所長に提出するものとし、その提出

があったときは、知事は、当該申請者が３に掲げる措置を行ったかどうかを確認して、損失補償金の額を決定

し、損失補償金を交付する。

(4) 知事は、３に掲げる樹木等を所有し、又は管理する者が１の(2)に定める期間内に３に掲げる措置を行わな
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いとき、行っても十分でないとき又は行う見込みがないときは、当該措置の全部又は一部を行うことがある。

(5) 知事は、(4)の措置を行った場合において、その費用の額が、３に掲げる措置を行うべき者が自らその措置

の全部又は一部を行ったとした場合に、その者が受けることとなるべき補償の額を超えるときは、その超える

部分の額に相当する額をその者から徴収することがある。

◎群馬県告示第７９号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林に指定する予

定である旨の通知があった。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 保安林予定森林の所在場所 多野郡神流町大字船子字椹森１５９９、１６０３の１、１６０３の２、１６０４

の２、甲１６３７、乙１６３７、１６３９、字宮ノ沢１６９４の２、字紙干場甲１７０１の１、丁１７０１、庚

１７０１、沼田市利根町青木字土倉２４（次の図に示す部分に限る。）

２ 指定の目的 土砂の流出の防備

３ 指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 次の森林については、主伐は、択伐による。

字椹森１５９９、１６０３の１、１６０３の２、１６０４の２、甲１６３７、乙１６３７、１６３９、字

宮ノ沢１６９４の２、字紙干場甲１７０１の１、丁１７０１、庚１７０１、字土倉２４（次の図に示す部分

に限る。）

イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を群馬県環境森林部森林保全課並びに沼田市

役所及び神流町役場に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第８０号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林に指定する予

定である旨の通知があった。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 保安林予定森林の所在場所 多野郡上野村大字新羽字峰１２２６から１２２９まで、１２４２、１２５６から

１２５８まで、甘楽郡甘楽町大字秋畑字梅ノ木入５９１０の１、５９９３の１、５９９５の１、５９９７の２、

５９９９の２、５９９９の１０、南牧村大字星尾字扇畑２０９５の１、２０９６の１、２０９６の２、２０９９
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の１

２ 指定の目的 土砂の流出の防備

３ 指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 主伐は、択伐による。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次のとおり」は、省略し、その関係書類を群馬県環境森林部森林保全課及び関係町村役場に備え置いて縦覧に

供する。

◎群馬県告示第８１号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２９条の規定により、農林水産大臣から次のとおり保安林に指定する予

定である旨の通知があった。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 保安林予定森林の所在場所 桐生市梅田町五丁目字馬道１０２３・甲１０２７・乙１０２７（以上３筆につい

て次の図に示す部分に限る。）、１０２５

２ 指定の目的 水源のかん養

３ 指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 主伐に係る伐採種は、定めない。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を群馬県環境森林部森林保全課及び桐生市役

所に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第８２号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県西部県民局藤岡土木事務

所において一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明
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道路の
路線名 区 間

変更の 敷地の幅員 延 長
種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 ４６２号 多野郡神流町大字柏木字中開戸５１番の 前 ７．９～１０．７ ７５．０
１地先から同郡同町大字同字同５９番の
１地先まで 後 ８．３～１５．５ ７５．０
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◎
群
馬
県
告
示
第
八
十
三
号

県
道
路
線
認
定
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
三
十
四
年
群
馬
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

群
馬
県
知
事

大

澤

正

明

表
一
〇
八
の
項
中
「
下
仁
田
佐
久
線
」
を
「
下
仁
田
佐
久
穂
線
」
に
、
「
佐
久
町
」
を
「
佐
久
穂

町
」
に
改
め
る
。

平成２３年３月２５日（金） 群 馬 県 報 第８８７７号
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◎群馬県告示第８４号

路線の認定の告示（昭和５１年群馬県告示第６６９号）の一部を次のように改正し、平成２３年４月１日から施

行する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

表４４の項中「北佐久郡浅科村」を「佐久市」に改め、「重要な経過地佐久市」を削る。

◎群馬県告示第８５号

路線の認定の告示（昭和５８年群馬県告示第３５号）の一部を次のように改正し、平成２３年４月１日から施行

する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

表６３の項中「南佐久郡臼田町」を「佐久市」に改める。

◎群馬県告示第８６号

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及

び第８条第１項の規定により、次の表に掲げる土地の区域を土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域として指

定する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

土砂災害の発生 土砂災害の発生
建築物に作用

区域の名称 所在地 指定の区域 原因となる自然 区域の名称 所在地 指定の区域 原因となる自然
すると想定さ

現象の種類 現象の種類
れる衝撃に関

する事項

八幡川 榛東村大字新井 別図のとおり 土石流 なし なし なし なし なし

水揚沢 榛東村大字山子田 別図のとおり 土石流 なし なし なし なし なし

大田沢西 同上 同上 同上 大田沢西 同上 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

吉岡川 榛東村大字上野原 別図のとおり 土石流 なし なし なし なし なし

「別図」及び「別紙」は、省略し、群馬県中部県民局渋川土木事務所及び榛東村役場に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第８７号

土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及

平成２３年３月２５日（金） 群 馬 県 報 第８８７７号
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び第８条第１項の規定により、次の表に掲げる土地の区域を土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域として指

定する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

土砂災害の発生 土砂災害の発生
建築物に作用

区域の名称 所在地 指定の区域 原因となる自然 区域の名称 所在地 指定の区域 原因となる自然
すると想定さ

現象の種類 現象の種類
れる衝撃に関

する事項

房ヶ入沢 太田市北金井町 別図のとおり 土石流 房ヶ入沢 太田市北金井町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

諏訪ノ入沢 太田市強戸町 別図のとおり 土石流 諏訪ノ入沢 太田市強戸町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

堤沢 太田市長手町 別図のとおり 土石流 堤沢 太田市長手町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

十八曲沢 同上 同上 同上 なし なし なし なし なし

井戸沢 同上 同上 同上 井戸沢 太田市長手町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

長手 同上 同上 同上 長手 同上 同上 同上 同上

枸橘沢 太田市金山町 別図のとおり 土石流 枸橘沢 太田市金山町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

小沢 同上 同上 同上 小沢 同上 同上 同上 同上

東川沢 同上 同上 同上 なし なし なし なし なし

大谷津沢 太田市東金井町 別図のとおり 土石流 大谷津沢 太田市東金井町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

聖天沢 同上 同上 同上 聖天沢 同上 同上 同上 同上

大日沢 同上 同上 同上 大日沢 同上 同上 同上 同上

東大沢 同上 同上 同上 東大沢 同上 同上 同上 同上

東金井 同上 同上 同上 東金井 同上 同上 同上 同上

菅ノ沢 太田市東今泉町 別図のとおり 土石流 菅ノ沢 太田市東今泉町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

谷ヶ入沢 同上 同上 同上 谷ヶ入沢 同上 同上 同上 同上

落内沢 太田市吉沢町 別図のとおり 土石流 落内沢 太田市吉沢町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

吉沢Ｂ 同上 同上 同上 吉沢Ｂ 同上 同上 同上 同上

新堀沢 同上 同上 同上 新堀沢 同上 同上 同上 同上

鷹の巣沢 太田市菅塩町 別図のとおり 土石流 鷹の巣沢 太田市菅塩町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

慈眼寺沢 太田市北金井町 別図のとおり 土石流 慈眼寺沢 太田市北金井町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

稲ヶ沢 太田市藪塚町 別図のとおり 土石流 稲ヶ沢 太田市藪塚町 別図のとおり 土石流 別紙のとおり

台 同上 同上 同上 台 同上 同上 同上 同上

滝の入Ａ 同上 同上 同上 滝の入Ａ 同上 同上 同上 同上
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滝の入沢 同上 同上 同上 滝の入沢 同上 同上 同上 同上

滝の入Ｂ 同上 同上 同上 滝の入Ｂ 同上 同上 同上 同上

地坂沢 同上 同上 同上 地坂沢 同上 同上 同上 同上

湯ノ入北沢 同上 同上 同上 湯ノ入北沢 同上 同上 同上 同上

湯ノ入沢 同上 同上 同上 湯ノ入沢 同上 同上 同上 同上

反丸 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 反丸 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

唐沢－１ 同上 同上 同上 唐沢－１ 同上 同上 同上 同上

唐沢－２ 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 唐沢－２ 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

八幡（Ａ） 太田市大島町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 八幡（Ａ） 太田市大島町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

八幡（Ｂ） 同上 同上 同上 八幡（Ｂ） 同上 同上 同上 同上

八幡（Ｃ） 太田市八幡町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 八幡（Ｃ） 太田市八幡町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

入町 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 入町 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

富士山 太田市熊野町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 富士山 太田市熊野町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

富士山２ 同上 同上 同上 富士山２ 同上 同上 同上 同上

富士山３ 同上 同上 同上 富士山３ 同上 同上 同上 同上

富士山４ 同上 同上 同上 富士山４ 同上 同上 同上 同上

富士山５ 同上 同上 同上 富士山５ 同上 同上 同上 同上

桃ヶ丘 同上 同上 同上 桃ヶ丘 同上 同上 同上 同上

桃ヶ丘２ 同上 同上 同上 桃ヶ丘２ 同上 同上 同上 同上

高山神社 太田市本町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 高山神社 太田市本町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東金井 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東金井 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東今泉 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東今泉 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

強戸町１ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 強戸町１ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

強戸町４ 同上 同上 同上 強戸町４ 同上 同上 同上 同上

丸山町１ 太田市丸山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 丸山町１ 太田市丸山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

鶴生田町１ 太田市鶴生田町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 鶴生田町１ 太田市鶴生田町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町３ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手町３ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町７ 同上 同上 同上 長手町７ 同上 同上 同上 同上

長手町４ 同上 同上 同上 長手町４ 同上 同上 同上 同上



11

平成２３年３月２５日（金） 群 馬 県 報 第８８７７号

金山町１ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 金山町１ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東金井町４ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東金井町４ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町５ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手町５ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町６ 同上 同上 同上 長手町６ 同上 同上 同上 同上

長手町９ 同上 同上 同上 長手町９ 同上 同上 同上 同上

唐沢３ 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 唐沢３ 太田市吉沢町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

吉沢町１ 同上 同上 同上 吉沢町１ 同上 同上 同上 同上

緑町１ 太田市緑町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 緑町１ 太田市緑町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

緑町２ 同上 同上 同上 緑町２ 同上 同上 同上 同上

東今泉町１ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東今泉町１ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

北金井町１ 太田市北金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 北金井町１ 太田市北金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

入の堤１ 太田市西長岡町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 入の堤１ 太田市西長岡町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町１ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手町１ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東金井町１ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東金井町１ 太田市東金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東金井町９ 同上 同上 同上 東金井町９ 同上 同上 同上 同上

東金井町２ 同上 同上 同上 東金井町２ 同上 同上 同上 同上

東金井町３ 同上 同上 同上 東金井町３ 同上 同上 同上 同上

東金井町５ 同上 同上 同上 東金井町５ 同上 同上 同上 同上

東金井町６ 同上 同上 同上 東金井町６ 同上 同上 同上 同上

東金井町１０ 同上 同上 同上 東金井町１０ 同上 同上 同上 同上

東金井町７ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東金井町７ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東金井町８ 同上 同上 同上 東金井町８ 同上 同上 同上 同上

東金井町１１ 同上 同上 同上 東金井町１１ 同上 同上 同上 同上

長手町イ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手町イ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町ロ 同上 同上 同上 長手町ロ 同上 同上 同上 同上

強戸町２ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 強戸町２ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

強戸町３ 同上 同上 同上 強戸町３ 同上 同上 同上 同上

桃ヶ丘１ 太田市熊野町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 桃ヶ丘１ 太田市熊野町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

長手町８ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 長手町８ 太田市長手町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東今泉町２ 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東今泉町２ 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり
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金山１ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 金山１ 太田市金山町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

東今泉町３ 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 東今泉町３ 太田市東今泉町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

強戸町５ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 強戸町５ 太田市強戸町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

藪塚１ 太田市藪塚町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 藪塚１ 太田市藪塚町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

藪塚２－１ 同上 同上 同上 藪塚２－１ 同上 同上 同上 同上

藪塚２－２ 同上 同上 同上 藪塚２－２ 同上 同上 同上 同上

藪塚２－３ 同上 同上 同上 藪塚２－３ 同上 同上 同上 同上

藪塚３ 同上 同上 同上 藪塚３ 同上 同上 同上 同上

藪塚４ 同上 同上 同上 藪塚４ 同上 同上 同上 同上

藪塚５ 同上 同上 同上 藪塚５ 同上 同上 同上 同上

藪塚６ 同上 同上 同上 藪塚６ 同上 同上 同上 同上

北金井町２ 太田市北金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 北金井町２ 太田市北金井町 別図のとおり 急傾斜地の崩壊 別紙のとおり

北金井１ 太田市北金井町 別図のとおり 地滑り なし なし なし なし なし

北金井２ 同上 同上 同上 なし なし なし なし なし

「別図」及び「別紙」は、省略し、群馬県東部県民局太田土木事務所及び太田市役所に備え置いて縦覧に供する。

◎群馬県告示第８８号

群馬県屋外広告物条例に規定する知事が指定する区域、場所等の告示（昭和３９年群馬県告示第５９８号）の一

部を次のように改正し、平成２３年４月１日から施行する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１（２）中「又は東武鉄道桐生線」を削る。

４（２）中「前橋市」の次に「及び高崎市」を加え、４（３）中「区域」の次に「（高崎市の区域を除く。）」

を加え、４中（４）を削り、（５）を（４）に改める。

６中「、同高崎線高崎駅及び新町駅」及び「高崎問屋町駅及び」を削り、「、同両毛線桐生駅並びに東武鉄道伊

勢崎線太田駅」を「及び同両毛線桐生駅」に改める。

７を削る。

◎群馬県告示第８９号

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第６３条第１項の規定により、伊香保都市計画下水道事業の事業計画

の変更を認可したので、同条第２項において準用する同法第６２条第１項の規定により、次のとおり告示する。
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平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 施行者の名称 渋川市

２ 都市計画事業の種類及び名称 伊香保都市計画下水道事業 伊香保公共下水道

３ 事業施行期間 昭和３５年７月１日から平成２６年３月３１日まで

４ 事業地

(1) 収用の部分 変更なし

(2) 使用の部分 変更なし

◎群馬県告示第９０号

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第６３条第１項の規定により、渋川都市計画下水道事業の事業計画の

変更を認可したので、同条第２項において準用する同法第６２条第１項の規定により、次のとおり告示する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 施行者の名称 渋川市

２ 都市計画事業の種類及び名称 渋川都市計画下水道事業 渋川公共下水道

３ 事業施行期間 昭和５４年３月１３日から平成２８年３月３１日まで

４ 事業地

(1) 収用の部分 変更なし

(2) 使用の部分 昭和５４年群馬県告示第１８６号、昭和６０年群馬県告示第４７０号、昭和６１年群馬県告示

第１７２号、平成３年群馬県告示第６１号、平成１０年群馬県告示第８９号、平成１６年群馬県告示第１７２

号、平成１６年群馬県告示第５４７号の事業地に、渋川市金井字軽浜、字歯黒、字田中、字諏訪、字堂場、字

赤城、字下金井、字天戸前、字駈塚、字虚空藪、字前原、字発京、字原、渋川市字折原、渋川市阿久津字北原、

字十二下、渋川市半田字上中島、字藤左衛門島、字飛松、字向畑、字入道林及び字元中島の各一部を加える。

公 告■

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第１０条第１項の規定による特定非営利活動法人の設立の認証

の申請があったので、同条第２項の規定により、次のとおり公告する。

なお、同項の規定により、申請のあった日から２月間、同項に規定する定款等の書類を群馬県生活文化部ＮＰ

Ｏ・ボランティア推進課において縦覧に供する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 申請のあった年月日 平成２３年３月９日

２ 特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人まちづくり楽しみ隊

３ 代表者の氏名 高橋緑

４ 主たる事務所の所在地 渋川市渋川２５９８番地５

５ 定款に記載された目的 この法人は、渋川を中心とする群馬県に対して、地域活性化の推進および循環型社会

構築の推進に関する事業を行い、地域社会の公益に寄与することを目的とする。
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平成２３年３月２５日（金） 群 馬 県 報 第８８７７号

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第２５条第３項の規定による特定非営利活動法人の定款の変更

に係る認証の申請があったので、同条第５項において準用する同法第１０条第２項の規定により、次のとおり公告

する。

なお、同項の規定により、申請のあった日から２月間、申請に係る変更後の定款を群馬県生活文化部ＮＰＯ・ボ

ランティア推進課において縦覧に供する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 申請のあった年月日 平成２３年３月１０日

２ 特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人幸の会

３ 代表者の氏名 中村住江

４ 主たる事務所の所在地 高崎市足門町９８５番地の１

５ 定款に記載された目的 この法人は、高齢者、要介護者等の生活の自立を支える活動の実施及び介護施設の運

営に関する事業を行い、福祉社会の増進に寄与することを目的とする。

都市公園の供用を開始するので、都市公園法（昭和３１年法律第７９号）第２条の２の規定により公告する。

平成２３年３月２５日

群馬県知事 大 澤 正 明

１ 都市公園の名称 多々良沼公園

２ 都市公園の位置 邑楽郡邑楽町大字鶉新田地内

３ 都市公園の区域 別紙図面に示す区域。「別紙図面」は省略し、公告の日から２週間、その図面を群馬県東部

県民局館林土木事務所に備え置いて一般の閲覧に供する。

４ 供用開始の期日 平成２３年３月２７日

選挙管理委員会告示■

◎群馬県選挙管理委員会告示第２４号

病院の院長が不在者投票管理者となるべき病院ならびに老人ホームの長が不在者投票管理者となるべき施設の定

め等の告示（昭和４１年群馬県選挙管理委員会告示第８号）の一部を次のように改正する。

平成２３年３月２５日

群馬県選挙管理委員会委員長 髙 山 

表１の項中「医療法人橘会 上之原病院 同 北橘町上南室１６２の１」を「医療法人橘会 上之原病院 同

北橘町上南室１６７－５」に、「吾妻中央病院 同 中之条町大字伊勢町７８２－１」を「医療法人弥生会

吾妻さくら病院 同 中之条町大字伊勢町７８２－１」に改める。
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人事委員会告示■

◎群馬県人事委員会告示第１号

人事委員会が電子情報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法により行う手続等の根拠

となる法令等の告示（平成１７年群馬県人事委員会告示第３号）の一部を次のように改正し、平成２３年４月１日

から施行する。

平成２３年３月２５日

群馬県人事委員会委員長 福 島 江美子

表２の項中「第６条第１項」を「第５条第１項」に改め、同表３の項中「第２３条」を「第２２条」に改め、同

表６の項中「及び無給休暇」を削る。



16

議
会
訓
令

■
群
馬
県
議
会
訓
令
甲
第
二
号

議
会
事
務
局

群
馬
県
議
会
議
員
記
章
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

群
馬
県
議
会
議
長

関

根

圀

男

群
馬
県
議
会
議
員
記
章
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
議
会
議
員
記
章
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
群
馬
県
議
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
制
定
）
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
き
損
し
た
」
を
「
毀
損
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
三
条
を

第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
交
付
）

第
三
条

議
員
記
章
は
、
議
員
の
任
期
の
始
め
に
議
員
一
人
に
つ
き
一
個
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号

議
会
事
務
局

群
馬
県
議
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日

群
馬
県
議
会
議
長

関

根

圀

男

群
馬
県
議
会
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

群
馬
県
議
会
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
群
馬
県
議
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
中
「
学
事
文
書
課
長
」
を
「
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー
所
長
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２３年３月２５日（金） 群 馬 県 報 第８８７７号
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